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１．はじめに
　筆者らは、本学「国際交流委員会」の活動方向を
先行研究の課題を踏まえながら探ってきた１）。特に
海外研修旅行について再考し、学生たちにとって魅
力ある「海外研修」の企画に務めてきた。そこで、
本稿では今回の海外研修旅行の報告を元に、より充
実した海外研修旅行の確立を目指していく。さらに
は、本学における国際交流の意義とあり方を検証
し、「国際交流委員会」における活動方向の示唆と
していきたい。
２．2011年度海外研修旅行の概要
１）経　　緯
　2011年度は、４年ぶりの海外研修旅行となった。
毎年企画をしながらも、最少催行人数の10名には
ほど遠く実施できない現状が続いていた。そこで、
2010年度には藤国際幼稚園理事長藤原一昭先生をお
招きし、ご講演をいただき下地作りから始めた。藤
原先生のご協力の元、ホームスティ先を確保してい
ただき、一人でも参加希望者がいれば実施可能なプ
ログラムとした。幸いにも12名の参加希望があり実
施に至った。研修２日間・ホームスティ３泊という
短い期間ではあったが充実した研修となった。
２）活動の概要
（1）日程
　2011年９月11日（火）～９月15日（金）　５日間
（３泊５日※機内泊１泊）
月　日 時　間 スケジュール 食　事
９月11日（日） 夜 成田出発 なし
９月12日（月）
早朝 ゴールドコースト到着
朝：×
昼：×
夜：○
　 カランビン動物園へ
　 園内にてランチ
　 カランビンビーチ
午後 藤国際幼稚園へ
　 オリエンテーション
夕方 ホームステイ先へ
９月13日（火）
９：30 藤国際幼稚園へ
朝：○
昼：○
夜：○
10：00 クラスに入り子どもと関わる
　 日本語授業見学
12：30 ランチ
13：30
講義：オーストラリアの幼稚
園について
15：00 クラスに入り子どもと関わる
16：00 ホームステイ先へ
１，２ 植草学園短期大学
本学における国際交流の意義とあり方
―海外研修旅行への取り組みから―
Significance and Activity of International Iinterchange in 
Uekusa–Gakuen Junior College
― Bout of Overseas Study Tour ―
松原　敬子１　　古川　繁子２
　2011年度は、４年ぶりに海外研修旅行の実施に至った。学生たちにとっては、在学中の海外研修旅行が貴
重な経験となり、国際化への契機になることと期待される。この活動への取り組みを振り返り、さらに充実
した海外研修旅行の確立を目指す礎とする。加えて、本学における国際交流の意義とあり方も含めて総括す
ることを目的とした。
キーワード：国際交流、国際化、海外研修旅行、教育理念
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月　日 時　間 スケジュール 食　事
９月14日（水）
９：30 藤国際幼稚園へ
朝：○
昼：○
夜：○
　 クラスに入り子どもと関わる
　 質疑応答
12：30 ランチ
13：30 エクスカーション
　 サーファーズパラダイス見学
16：00 ホームステイ先へ
９月15日（木）
午前 藤国際幼稚園集合
朝：○
昼：×
ゴールドコースト空港へ
日本に帰国
（2）場所：オーストラリア（ゴールド・コースト）
　　　　　藤国際幼稚園
（3）参加人数：学生12名・教員２名
植草学園短期大学　児童障害福祉専攻 １年：５人
 ２年：３人
植草学園大学　　　発達教育学部 ３年：３人
 ２年：１人
 （※海外旅行初体験者：６人 /12人）
３）藤国際幼稚園の概要
　藤国際幼稚園は、1992年２月１日、１日65人の子
どもたちを預かる幼児教育施設として開園1993年２
月、施行された新法令に添って、施設の増設改善を
行い75人まで定員が増した。1995年４月敷地内に第
二園舎を建築、2008年４月ベビークラスがオープン
して生後６週間から６歳児まで預かる、定員114名
の施設となった。現在は、30余ヶ国の異なる文化背
景を持つ子どもたち約200名が在籍している。
　（1）幼稚園は、オーストラリア、クイーンズラン
ド州、ゴールドコーストのロビナ地区にある。ゴー
ルドコーストは、オーストラリアきっての観光地で
国内はもとより海外からも多くの人が訪れる。ゴー
ルドコーストとは、ニューサウスウエールズ州との
州境の町クーランガッタからブリスベンの南80キロ
にあるサウスポートまで42キロにわたる白砂とエメ
ラルドグリーンの海に沿った地域を指し、市の名称
ともなっている。ゴールドコースト市の人口は、約
540,000人で、内日本人は、5,000人ほどといわれて
いる。
　（2）幼稚園の規模
敷地面積：300㎡　第一園舎　396㎡　
　　　　　第二園舎　204㎡
生徒定員：第一園舎　68名　第二園舎　46名すみれ
教職員数：24人（理事長・園長を含む）
TE：Teacher　大学・大学院卒業　３人
GL：Group Leader　専門学校二年卒業　８人
A S：Assistant　専門学校一年卒業　８人
TR：Trainee　１人
OF：事務・給食・園庭管理など 　４人
　（3）開園している時間・期間：
朝７：30～夕６：00　　年52週休みなく開いてい
る。（土・日・法定休日は休園）
　（4）クラス数とスタッフ
も　も　６週間～２歳　８名
 スタッフ：GL １＋ AS　１
う　め　15ヶ月～２歳半　10名
 スタッフ：GL １＋ AS　１
ば　ら　２歳半～３歳　12（16）名
 スタッフ：GL １＋ AS　１
き　く　３歳～４歳　16（20）名
 スタッフ：GL １＋ AS　１
ゆ　り　３歳～６歳　24名
 スタッフ：GL １＋ AS　１
すみれ　３歳～６歳　24名
 スタッフ：GL １＋ AS　１
さつき　３歳～６歳　24名
 スタッフ：TE １＋ AS　１
４）研修旅行の実際
　筆者らが滞在したゴールドコーストは、のんびり
と静かな地方都市という印象であった。オーストラ
リア全体の印象ではないが、広々とした、端正な町
であった。海がとてもきれいで、世界遺産に指定さ
れているバリアリーフが比較的近くに位置している。
　早朝、ゴールドコースト空港に到着し、ゲートを
出ると、藤国際幼稚園理事長の藤原先生とご息女、
一美さんがお出迎えくださっていた。
　到着した日の朝、真っ先に訪れたのが、まだ春の
肌寒さが残る海岸であった。クイーンズランド州と
隣の州の州境線があるところで、海上には波乗りに
興じる何隻かの波乗りボードが波間に垣間見られ
た。オーストラリアを発見した、キャプテンクック
の胸像や海上を航海する船が、陸地に近づいてサン
ゴ礁や浅瀬に乗り上げるのを警戒する指標とした山
などのことを、藤原先生のご説明の中から知識を得
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ることが出来た。
　午前中は「カランビン動物公園」でオーストラリ
ア固有の動物たちとの出会いの体験であった。筆者
は少し疲れていたので、入口近くのガーデンレスト
ランの座席に座っていることが多かったが、座席の
すぐそばまで、ペリカンに似た大きなくちばしを
持った鳥やオオトカゲが来て驚いた。店の人は、人
の食べ物を狙う為か、追い払っていたが、野鳥や野
生の動物を眺めてのんびりと時間が過ごせる贅沢を
味わうことが出来た。
　一ケ所、沢山のオウムに似たカラフルな鳥たちに
朝食のミルクを与えているところがあった。筆者
も、皿にミルクを入れてもらい、手にしていたら、
またたく間に鳥たちが皿の周囲や手や肩や腕さら
に、頭にまで止まり、爪痕をつけられたり、フンを
浴びせられたりした。怖いというより、童心に還っ
た楽しい体験であったことも思い出深い。
　二日目、学生たちは藤国際幼稚園での実習に入り
筆者も一緒に体験させていただいた。午前中は各部
屋に藤原先生が訪れ、コマ回しのカウントを日本語
で「一回、二回、三回……」と幼児と合唱したり、
日本語の歌で手遊びをしたり、指人形を使ってのお
はなしに日本語を混ぜたりといった、日本語レッス
ンを見学させていただいた。
　午後は、園長先生の幼稚園教育の理念についてグ
ループワークをしながらの講義に参加し聴講させて
いただいた。
　学生たちは、翌日午前中の保育に参加した後、昼
食時に修了証書をいただき記念撮影を終えると、旅
行中唯一のゴールドコーストでのショッピングと観
光をした。あっという間の３泊５日間であった。
３．学生のアンケートによる振り返り
　ここで学生が寄せたアンケートを元に海外研修旅
行の意義を見出していく。
１）研修について（藤国際幼稚園）
・オーストラリアや他国の子どもたちと関わりコ
ミュニケーションがとれた。
・言葉は通じなくても子どもたちとたくさん関われ
た。
・藤原先生の日本語レッスンも見学できた。
・部屋の環境設定が勉強になった。
・折り紙の折り方を習っていけばよかった。
２）研修期間について　
・短かった。
・慣れるのに２～３日かかり、やっと慣れたところ
で帰る時になってしまった。
・２週間位は滞在がしていたかった。
３）ホーム・スティについて
・違う文化を身を持って体験できた。
・ホストファミリーがとても優しかった。
・ホストファミリーと過ごすのが楽しく、早くホー
ム・スティ先に帰るのが待ち遠しかった。
・一生懸命話をしてくれて、少しでも通じた時は嬉
しかった。
・自立・自覚の面で良い経験になった。
４）食事について
・現地の食習慣を知ることができた。
・朝食はシリアル、昼食はサンドウィチ、夕食はパ
スタでライスが食べたかった。
・丸ごとりんごがでてきて驚いた。
・機内食の情報がほしかった。
・全体的に甘かった。
・最後の日にお別れパーティーをしてくれておいし
かった。
５）観光について
・研修なので少し観光ができるくらいでも仕方がな
い。
・研修と観光の日を分けてほしかった。
・動物園はあまり長い時間はいらない。
・時間が少なくて、ずっと急いでいたように思え
る。
・もっとゆっくりショッピングがしたかった。
６）参加費について
・参加しやすい費用だった。
・短期でももっと行先とか選択できるとよい。
・もう少し長く滞在したい。
・ホーム・スティをした分安くなったと思うがやは
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り全体的には高いと思う。
７）今後の海外研修の参加希望について
・自分の経験になるからまた行きたい。
・英語を勉強してリベンジしたい。
・期間とお金があれば参加したい。
・楽しく充実いていたので、また参加したい。
アンケート結果
　研修では、各クラスに分かれて子どもたちと関わ
る楽しさや、実際に先生方の保育の様子や藤原先生
の日本語レッスンも見学できた。園長先生のレク
チャーではグル―プワークによりディスカッション
に熱が入ったことが印象深く心に残ったようだ。
　ホームスティでは、当初不安と期待が入り混じっ
ていたが、ホストファミリーの優しさや温かさに触
れることができ、もっと長く滞在したいという気持
ちを抱いている。特に最終日には、ホストファミ
リーと感慨深い時を過ごすことができた。学生たち
はもちろん、迎え入れてくださったホストファミ
リーの方々もホームスティの短さをあげてくださ
り、別れを惜しんだ。
　食事では、ホームスティにより実際に異国の文化
を体験でき、新鮮さを感じているが機内食にはやや
物足りなさや情報不足をあげている。
　今回は、経費を最少限にとどめ実施の実現を図る
ことができたが、短い研修期間の中でも観光も楽し
むことができた。しかしながら、観光研修終了後に
は街中をゆっくりと散策したり、ショッピングを満
喫できる時間の余裕も持ちたいという参加者の声が
多くあった。実際に現地に行くと経費の負担より
も、長く滞在したい気持ちが高まっていくようだ。
４．高齢者施設における研修の可能性について
　幼児教育の研修に加え、高齢者施設における研修
も実施可能であるかを検討するために今回、視察に
出向くことができた。
　ゴールドコーストの北側に位置するブリスベンの
一番南端にある施設であった。
　施設は、介護度別に４つのエリアに分けられてい
て、それぞれに個室や二人部屋とリビングが整えら
れていた。日本では新型特養（個室化・ユニットケ
ア）と言われて新しいが、日本での新型特養よりも
もっと生活するための場所という感じがするところ
であった。各エリアにそれぞれ、庭があり、お年寄
りの方々が、リビングよりも庭でお茶をすることが
好まれていた。施設の特色はいくつかあるが、今回
の研修で見聞できた範囲では、以下の三つに集約で
きる。
　特色１　「ノーリフトの原則」：職員が介護でご利
用者を持ちあげてはいけない原則。
　ベットから車いすに自力で移れない方の移乗（ト
ランス）にはトランス専用の福祉機器を使う。利用
者も介護者も安全である。であるから、介護者は、
腰痛と言うことで労災は認められていない。その代
り、トランスのための福祉機器にはいろいろなタイ
プがあり、利用者の状態に応じて選ばれるように廊
下に配置されている。また、トランスのための福祉
機器の使用については、理学療法士による使用説明
がされて、訓練も課せられている。
　特色２　高齢者年金を使って利用していいという
施設であるためには、３年に一回、厳しい査察を受
けて合格しなければならない。年金利用適格施設に
選ばれる基準があり、この制度は高齢者施設に限ら
ず、藤国際幼稚園などは児童手当等を使っていい幼
稚園であるという、査察がある。あらゆる国家資金
が投じられる施設にあてはまる。福祉施設は社会福
祉法人が担うのではなく、民間の経営者でも適格査
察に合格することが必要。日本では、そういう方法
を第三セクター方式と言っている。
　特色３　高齢者施設や児童施設が独立していると
いうより、町の中に生活施設として位置している。
施設だけが単独である環境ではなくて、周りは住宅
地であり、高齢者のリタイアメントハウスも隣接し
ている。施設というより生涯の中で、その時の身体
状況に応じた住居を選択しているように感じた。
５．国際交流委員会講演会に取り組む意義
１）2010年度　
（1）日　時：2010年11月10日
（2）テーマ：「オーストラリアの福祉事情」
（3）講　師：藤国際幼稚園理事長　藤原 一昭氏
　2010年度の海外研修旅行は、2011年３月７日から
５日間オーストラリアへと計画していた。本学の学
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生が将来、介護福祉士、保育士、幼稚園教諭等の福
祉や教育分野を担う者として、オーストラリアの福
祉事情を知ることで、より広い視点から国際感覚を
身につけ日本の教育・福祉を考える機会とした。併
せて、海外研修への参加意欲を高められるよう企画
した。
２）2011年度
（1）日　時：2012年１月18日
（2）テーマ：「なぜ国際交流が必要なのか」
（3）講　師：野の花の家理事長　花崎 みさを氏
　児童養護施設「野の花の家」と同法人「FAH こ
すもす」は、平成７年２月に児童福祉法に基づく母
子寮として認可され、公的機関として日本人の母子
も含めて９世帯の母子の一時避難所としての機能と
自立を援助する機能を果たしている。この実践に基
づいた提言から国際化時代の生き方を示唆していた
だいた。
　改めて、今回「国際化」の定義を認識できた。「国
際化」とは、各国各々の違いを認めた上で、自国民
が他国民と接触・交流し国際協力・相互関係を構築
することとある。
　加えて「内なる国際化」とは、他国の人々と接触・
交流することにより、物の見方考え方を複眼的・多
元的なものへと移行させ、私たちの意識・感情・行
動のありようを変更・変革して、異質なものを受容
できるようにすることである。具体的には、在日外
国人の生存権や生活権の保障、共生社会の実現であ
る。この「内なる国際化」を進めるためには、民族
や習慣や一人ひとりの違いを認めた上で、人は皆同
じという意識を育てて、人間中心社会へと導いてい
くことがやがて国際交流から国際協力・協働へと繋
がっていくことになるという。「内なる国際化」に
おいては、近隣諸国のその国の人々のことをもっと
知るように努め、知ることによって理解を深め、自
分の心の中に「異質のもの」を除したり、差別した
りしていないか、自分ができる協力を自分のレベル
で積極的に行っていく。まさしく「心の国際化」と
ある２）。
３）国際交流委員会講演会に取り組む意義
　この「内なる国際化」いわゆる「心の国際化」は、
福祉に携わる学生たちの心にぜひとも届いてほしい
key wordである。21世紀を担う学生たちが、まさに
「心の国際化」を実践し、国際化の扉を開け、世界
に羽ばたいて行ってほしいものである。ここに国際
交流委員会として講演会を開催していくことの意義
が見出され、海外研修旅行としての礎を築いていく
にちがいない。
６．今後の課題と展望
　今後の海外研修旅行のあり方として、藤原先生の
ご協力の元に藤国際幼稚園をベースとした研修が可
能になった。ホームスティの体験により異文化を肌
で感じることができ、国際感覚が豊かに養われてい
くであろう。さらには、研修の単位互換化も視野に
入れた研修プログラムの確立を今後の検討課題とし
ていきたい。また、今回の視察により、高齢者施設
における研修も可能であることから、より選択肢が
広がる研修プログラムに成り得ると思われ、海外研
修に多くの関心を持ってもらえるよう働きかけてい
きたい。加えて、大学との連携も踏まえ、より充実
した海外研修旅行とし、国際交流の一端を担う人材
育成に寄与していきたいと考える。
　2009年紀要第10号に植草幼児教育専門学校第20回
しおりより、理事長植草昭先生の「実施にあたり」
を掲載した。理事長の「若い時に海外体験をするこ
とで人生を大きく変えることがあります。特に幼児
教育者になる皆さんが２ヶ年という学生生活中、外
国の幼稚園を訪問し、外国語（英語）で園児と触れ
合うことは素晴らしい体験になるはずです。さらに
英語力のある先生がこれから重要となります。（中
略）皆さんの今後の教育活動に大きなプラスにな
ることを願ってやみません。Hope your dream come 
true.」という言葉に本学の国際交流の意義・理念が
ある。さらに本学が福祉を学ぶ若い世代に託すこと
は、形の国際交流にとどまらず、「内なる国際化」
であり、国際協力と協働さらに共生へと繋げていく
ものとなってほしいということである。「海外研修
委員会」という名称から2009年以降「国際交流委員
会」という名称になり、委員会の活動方向を探りな
がら活動理念を見出せたのではないかといえる。
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